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《1》ベンゼンの誘導体

+Cl2 (光照射)

　　　　付加反応

酸化反応 　　　　+H2 　　(Pt,Ni)高圧

+O2 +Cl2

(V2O5) (光照射)

+Cl2 　　　濃硝酸/濃硫酸

（Fe粉） 　ベンゼン 　　60℃

　　　　

　置換反応

+C2H5Cl　　 　　濃硫酸

（AlCl3） 　　　 80℃
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《2》ベンゼンからフェノールの誘導

　ベンゼン

　　スルホン化 　　　塩素化 　　　 クメン法

　　+Cl2 　（Fe lCl3） 　付加　 +プロペン

スルホン化　＋濃硫酸 　　 　　　　　（AlCl3）

中和　+NaOHaq +NaOHaq 　　+Sn（Fe）

高温,高圧 　　　　　　　

空気酸化　　　+O2

　　　　　アルカリ融解 　　

　　　　+NaOH（s）,高温 　　　　　　　　

酸による分解　　　H+

+H+ 　　　



3

《3》芳香族の酸化

+O2 (V2O5)

付加

+CH3Cl

付加 　　

+C2H5Cl

　　ニトロ化

MnO2

K2 Cr2O7

-H2 (Fe2O3) KMnO4

KMnO4
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+KMnO4

m-キシレン

+KMnO4

p-キシレン

+KMnO4

o-キシレン

- H2 O + H2 O

+O2 (V2O5)
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《4》フェノールの誘導体

　ニトロ化 +Br2 +(CH3CO)2O

€ 

−OH

+NaOHaq

+CO2

　　　　高温・高圧

+塩酸 +NaHCO3 aq

エステル化

　+CH3OH

アセチル化

　+(CH3CO)2O
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《5》アニリンの合成と誘導体

ニトロ化 　　　　　　還元

　　混酸/60℃ 　　Sn(orFe)

　　　濃塩酸

　　　　+NaOHaq

　　（　　沈殿）　　　　 アセチル化

+(CH3CO)2O

+Br2

レ　加熱 　　　　　　 　　+NaNO2

　　　希塩酸

　　カップリング

＋2-ナフトール

　　　　　　カップリング　+Ph-ONa

（p-ヒドロキシアゾベンゼン）（　色） 　　　オレンジ II（　　色）


